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　5月30日(火)東京麹町の日本海事センターにおいて、
第 22 回通常総会を開催し、令和 4 年度の事業報告書、
財産目録、貸借対照表、収支計算書が承認され、さら
に令和５年度の事業計画、収支予算が承認されました。
また、令和５年１月、寺前秀一理事長から一身上の都
合による任期途中の退任申し出については、令和５年
４月 18日の書面理事会において承認され、令和５年度
の暫定理事長には杉行夫氏を推挙し、事務局長を兼任
することが承認された旨の報告があり、本総会で議決
されました。令和５年度の事業計画では、数年のコロ
ナ禍における事業活動の劣化、団体会員離れなどが反
省され、魅力ある観光セミナーの開催、積極的な団体
会員の獲得策の検討などが盛り込まれ、承認されました。
　総会終了後は、当協会理事、東海旅客鉄道顧問・須
田寛氏による恒例の総会記念講演「産業観光の位置と
役割」が開催されました。小欄の印象に残ったのは、
観光者と観光対象との双方の「働きかけ」という新し

いリアルな言葉でした。改めて、観光を働きかける力を
もつ当協会の発展の必要性を感じたことでした。
　かつて、ジャパンナウ観光情報協会の初代名誉会長を
務められた今村昌平映画監督は「ジャパンナウ」という、
日本の芸能、芸能者を紹介する対訳ハードカバー本を
発行し、国内のホテルに 5万部ほど無料頒布しておら
れました。その精神は、日本の芸能の世界における人
間の業や生命力はなんと素晴らしいものか、人間はな
んとおもしろいものかを世界に伝える、個性に重きを
おいたリアルな取材方法で人間の心象風景に直接「働
きかける」ことを目的にした作品づくりにありました。
人間のおもしろさをツールにした活動は関係者に多大
な感動を与え、観光に貢献していました。
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　４世紀後半から５世紀後半、古墳時代の中期である最盛期に大阪平野南端の段丘上に造られた古墳群が百舌鳥・古市古墳群。大阪府堺市の百舌鳥古墳群、

羽曳野市・藤井寺市の古市古墳群のうち45件49基の古墳が世界文化遺産の構成資産となっている。特に有名な「大山古墳（仁徳天皇陵古墳）」は幅600メート

ル、長さ800メートルの面積を誇る前方後円墳で、世界最大の古墳とされている。
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東京都世田谷区梅丘2-23-18
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気象と天気の話

03  5989 0903

黄 砂 に 注 意

世界文化遺産：  百舌鳥・古市古墳群‐古代日本の墳墓群

（ 杉 行夫）

今村監督は、かつて“楢山節考” と “うなぎ”という作品
でフランス人に人間の面白さを「働きかけ」、カンヌ国
際映画祭で２度のグランプリに輝いた巨匠でした。
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※編集部の都合により発
　行が遅れ、記事の時期が
　ズレたことをお詫び申
　し上げます。
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時刻表にみる駅のサービスマーク⑤

JR東海顧問 須田    寬
「 寝 台 車 」「 　 」

2

第22回JN記念講演

急行「銀河」

特行「あさかぜ」

・  ・

・  ・ ・  ・

・  ・

特行「サンライズ」

「銀河」「あさかぜ」「サンライズ」写真提供：
交通新聞社

写真：撮影 Rsa  wikipedia      
 国鉄 20 系客車 ナハネフ22-1

「 野球と南北戦争」84

元JTB取締役 北村   嵩

6月9日178回観光立国セミナーを開催した。
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＜会員を募集しています＞
JAPANNOW観光情報協会の活動に
ご賛同の会員を募集しています。

個人会員(1口5,000円)、団体会員(1口5万円)

　　　　　　※お振込み口座※
１．郵便局
　　加入者名：  NPO法人  JAPAN NOW観光情報協会
　　口座番号： ００１４０－７－５８９３０
２．みずほ銀行
　　口  座  名：  JAPAN NOW協会
　　口座番号： ２７４６６２６（普通預金）　



南仏ニーム発祥のジーンズ

、

NHK財団（旧NHKインターナショナル）
チーフ・プロデューサー

　　
　ロシアによるウクライナ侵攻で核の脅威が現実問題に
なっているときに、5月 19~21 日まで広島で開催された
G7サミットでは、核廃絶・核兵器のない世界の実現が主
要な議題になりました。世界のメディアが注目したのは、
急遽、訪日したウクライナのゼレンスキー大統領の動向で
した。大統領の参加は、今年３月、岸田首相に同行してウ
クライナを訪れた木原官房副長官が、直接、働きかけ実現
させたものです。木原副長官は、広島空港に着いた大統
領をタラップ下で迎え無言の握手を交わしました。これが
２人の信頼関係を何よりも物語っています。

　今回のサミットは、アジア版NATOの発足式と思って
いますが、本稿は、「アナザー・サイド・オブ・G7」、岸田裕
子夫人主催のパートナーズプログラムにスポットを当て
ています。このプログラ
ムは首脳に同行した
パートナー（イタリア
など首脳が女性の場
合は男性）に日本文化
や広島の特産品などを
紹介するものです。

外務省から委託を受け、６クルー態勢でこのパートナー
ズプログラムを撮影しました。
　プログラムは、雨のなか平和記念公園で原爆犠牲者に献
花をするところから始まりました。実は、私自身、被爆２
世ですが、様々な議論はあるものの献花をする首脳は心か
らの悼みをあらわしていると感じました。
　　このプログラムは、広島観光案内の要素もあります。
厳島神社や縮景園を訪れたり、熊野筆を使ってみたり、お
好み焼き作りを体験したりします。因みに、広島のお好み
　焼きは、土台の上にソバや具を載せていくスタイルで、
マヨネーズがご法度なのも特徴です。広島独自の茶道の流
儀、上田宗箇流で茶道体験もしました。家元は「暗いなか
で行うのが茶です」と照明を当てさせてくれない。障子越
しの間接照明の明かりで何とか凌ぎました。感度の良いカ
メラに感謝です。
　パートナーズプログラム、私は、2008年の洞爺湖サミッ
ト以来、様々な国際会議のたびに撮影してきましたが、今
回が秀逸でした。もてなす人の人柄が大きく、裕子夫人は
英語も自由に操る才媛で気さくで明るく各国のパート
ナーも彼女に魅せられていました。パートナーズプログラ
ムは生臭い論議が続くサミットのなかで一服の清涼剤と
言えるかと思います。

田阪  友隆

子供の遊び

小田急電鉄（株）特別社友

　「もういくつ寝るとお正月、お正月には凧揚げて、コマを
まわして遊びましょ・・・」という歌も今では死語と化して
しまった。今や小学生でもスマホである。私の目の届く限
り凧もコマも売っている店などどこにもない。
　私の小学生時代、遊びの三種の神器ともいえるのはメン
コ、ベーゴマ、そして釘差しだった。当時は街のどこかに
必ずといってよいほど「駄菓子屋」があり、そこでメンコ
やベーゴマを売っていた。
メンコの多くはおもてに戦国武将の絵などが描いてあっ
て、これが意外と歴史の勉強になる。武田信玄、上杉謙信、
加藤清正といったような人物はメンコで覚えたといって
もよいだろう。このメンコで相手のを叩いてひっくり返せ
ば勝ちで自分のものとなるのだが、これがコツがあって
けっこう頭と手先の訓練になる。
　ベーゴマとなるとさらに複雑で互いにコマをまわして
ぶつけあい、相手のコマをはじきだしたほうがこれを自分
のものにするので、コマにやすりをかけて相手のコマをは
じき出すのになかなか難しい技術が必要となる。
　友達の中に金剛車といって半自動のやすり機を持って
いるのがいて、ベーゴマに角をつけて強化するのがやたら
と上手いのがいた。非常に微妙な技術なのだが、彼の手で
加工されたコマにかかるとほとんどかなわない。なけなし
のこずかいで買ったコマがみな取られるので閉口したも
のである。　

　釘差しは当時まだ残っていた空襲の焼け跡から集めた
ものでの遊びだったからこずかいのない私でも対等に遊
べたから一番得意なものだった。
　これには二種類のゲームがあって、ひとつは互いに釘を
地面になげて刺し交互に円を描いていくというもので、先
に失敗したほうが負けとなる。どういうわけか私はこれが
得意で刺し損なうことがあまりなかった。もっともこれで
いくら勝っても焼け残りの釘がふえるだけでまったく財
産にはならない。
　もうひとつのゲームは、地面に刺さった釘を自分の釘を
ぶつけて倒すというもので、こちらとしてはメンコにかっ
たような気分になれる。
　この釘差しも新品の五寸釘をつかいだすものがでてき
て、多少はお金がかかるようになってしまった。
スマホやデジタルゲームの時代となってしまったが、ふり
かえると私の子供時代の遊びも単純素朴ではあるが楽し
さにあふれていたような気がするのである。 

利光  國夫

写真：ベーゴマで遊ぶ様子（1914年）Wikipedia

アナザー・サイド・オブG7広島サミット

木原氏とゼレンスキー

大鳥居前

献　花

６クルーで取材。２００８年の洞爺湖サミット以来の
ベテランチーム取材
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会」「星空観察会」などを開き、苔の楽しさ美しさに惚れ込
んだ山男や山ガールが全国から「苔の会」に集まり、専門家、
研究者らとともに苔の森や草原、湖沼などの豊かさを次世
代につなぐ環境を守る啓発活動に参加する。ここでは地元
の観光協会や行政、自治体などが要（かなめ）にいるわけで
なく、民間企業の推進役が中心にいるわけでもなく、あく
まで主役は「苔」とその愛好者たちだ。
　白駒池周辺と稜線近くに10カ所の苔の森を選んで「も
ののけの森」「オコジョの森」「カモシカの森」「茶水の森」な
どと名付け、この大自然に自生する多様な苔や樹木、草花、
野鳥、昆虫、水草などの観察を続ける。苔は世界に約2万種、
日本で1,600種以上、この地域に500種類ほどもあるとい
う。吉永小百合出演のJR東日本のテレビCMでも話題に
なった森だ。ここ数年、観察会はコロナ禍のあおりを受け
て、たびたび開催中止を余儀なくされたが、今年は10回ほ
どの観察会を開く。待ちわびた愛好者が多数集まり、苔に
頬が触れそうになるほど目を近づけルーペを超接近し観
察する熱心な若者たちの姿も印象的だ。苔は雨に濡れて、
さらに新鮮な美しさを
発揮するので観察会は
雨天決行。傘さす雨の
中でも、滑る足元に用
心しながら、多彩で繊
細な苔模様に触れる。
国立科学博物館で長く
研究を続けた同会顧問
の樋口正信さんら仲間
たちが案内役、解説者
になる。樋口さんは「植
物系統分類学」が専門
で苔研究のリーダー的
存在だ。
　日本庭園や神社仏閣などで樹齢の長い木や岩などの表
面を覆う緑のじゅうたんは、湿気のある場所に育つ印象が
あるが、日当たりのいい場所や道路脇などでも育つ。「木
毛」や「小毛」が語源という。人を踏みつけバカにする「コ
ケ（虚仮）にする」とは違う。苔を踏みつけてはいけない。
透明なガラス容器の中の小さな庭 「苔テラリウム」 や「苔
　　　　　　　　　　　　　盆栽」などが関心を呼び じっ
　　　　　　　　　　　　　くり育て眺めて癒される。苔
　　　　　　　　　　　　　玉は海外で「KOKEDAMA」と
　　　　　　　　　　　　　呼び、植物の根を土で球状に
　　　　　　　　　　　　　包んで表面に苔を張り付け
　　　　　　　　　　　　　る。苔好きは日本人の「間」の
　　　　　　　　　　　　　文化、侘び寂びの心と繋がり、
　　　　　　　　　　　　　魅力を感じるとも言う。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　文・写真　林　莊祐

　

　

　苔（こけ）を観察する趣味が老若男女に関心を広げてい
るそうだ。緑深い森や清流に育まれた苔は、しっとり映え
て美しく、人びとを癒し魅了する。長野県東部・北八ヶ岳
「白駒池周辺の原生林」は、苔の研究者や愛好家で組織する
日本蘚苔類（せんたいるい）学会が国内30カ所以上選定す
る「日本の貴重なコケの森」の中でも代表格だ。この豊かな
苔の森の保全に努める「北八ヶ岳苔の会」は自然を愛する
観光客の誘致にも熱心。環境と観光の共存を進める奮励努
力が認められ今年5月、旅の文化向上の活動を表彰する「日
本旅のペンクラブ賞」を受賞した。同会は北八ヶ岳の中腹、
標高約2,100メートル辺りにある山小屋＝青苔（せいた
い）荘、白駒（しらこま）荘、麦草（むぎくさ）ヒュッテ、高見
石（たかみいし）小屋＝と白駒池入口にある有料駐車場の
経営母体・南佐久北部森林組合の五者が集まって2010年
に発足した。会長は青苔荘主人の山浦清さん、副会長は麦
草ヒュッテ主人の島立正広さん。4軒の山小屋を拠点に周
辺の木道、遊歩道、登山道やハイキングコースを整備し、子
供たちや年配者にも気軽なウォーキングを勧めている。宿
泊施設はシンプル ・ 清潔で、 地元の食材を生かした食事も
人気だ。 宿の糞尿処理にも腐心する。 各小屋で 「苔の観察
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日本列島は大地と大気の交差点

木々や地面を覆いつくす北八ヶ岳苔の森

アマゾン川の魅力と魔力

Pic by Neil Palmer (CIAT). Aerial view of the Amazon Rainforest, near Manaus, the capital of the Brazilian state of Amazonas.

ブラジルのアマゾナス州の州都マナウス近くのアマゾン熱帯雨林の空撮

混じり合わない二つの川の色

北八ヶ岳苔の森

目を付けんばかりにルーペで観察する若者

急斜面で苔を観察する山男や山ガール

着物などの柄にもなりそうな緑美しい苔の群生

写真：いずれも長野県佐久穂町の青苔荘及び茅野市の麦草ヒュッテ、白駒  荘付近の
　　   北八ヶ岳・苔の森で、２０２１年１０月中旬、林写す

、

マナウス近くのアマゾン沿岸の高床式住宅

ピラニアを
釣ったぞ !

その日釣り上げたピラニア


